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第22回

ノリとコンブをめぐる諸問題
2001 年 1 月 27 日

ノリとコンブといえば日本人の誰もがなじみのある海藻であり、誰もが日本で生産しているものと考

えているのではないだろうか。また「浅草海苔」という言葉が残っているが、生物種の「アサクサノリ」

は現在絶滅種と指定されている。

コンブについても養殖されてはいるが、その生産の 60％以上はまだ天然コンブ採取に依存していて、

資源保護のために複雑な取り決めがある。海藻の常識をくつがえすような事態が現在おこっていること

を知っていただくために、今回の例会をコーディネイトした。

まず、筆者が「わが国の海藻類養殖の現状と問題点」というタイトルで、日本の海藻類で生産量や生

産額の多いノリ、ワカメ、コンブ、ヒジキについてそれぞれの産業の現状とその特徴について紹介した。

近年生産量が伸びている中国や韓国での養殖や輸出状況なども紹介し、最近 10 年間の統計資料による

現状分析からこれらの産業の将来についても考察した。

つづいて菊地則雄氏（千葉県立中央博物館）が「絶滅が危惧されるアマノリ属植物の生育状況」と題して、

日本産紅藻類アマノリ属で現在絶滅危惧種とされている五種（アサクサノリ、カイガラアマノリ、イチマ

ツノリ、ソメワケアマノリ、マルバアサクサノリ）について、それらの生活史をも含めた生物学的特徴と

その生息地情報をくわしく報告するとともに、今後の研究にあたっての問題点を指摘した。これらの生

息地が不安定な環境の河口付近であることから、今後も生息できるかどうかはむずかしいと報告した。

最後に飯田卓氏（国立民族学博物館）が「北海道日高地方におけるミツイシコンブの利用」の題で、

日高地方の天然コンブの採取にあたっての取り決めである「旗もち」をめぐって、その社会学的な意義

などを考察し、採取後の乾燥工程や安全操業を考えながら出漁の是非が判断されている状況を報告した。

漁師からの聞き取り調査、北海道のコンブ漁や村の歴史、漁具や漁の実態、さらに「旗もち」以外にも

さまざまな規則があることも紹介した。

総合討論は、加藤真氏（京都大学大学院人間・環境学研究科）の司会によってすすめられた。ちょうど

有明海でのノリ養殖の不作と諌早湾干拓事業との関係などがマスコミにとりあげられて社会問題となっ

ている時期でもあり、活発な議論が行われた。上記の問題に関しては、複合的な原因が推定されるため

に、諌早湾閉め切りだけにその原因を求めることはむずかしいという意見が多かった。磯焼けなどによ

る藻場の減少・消失についても質問が出たが、その対策としての藻場造成技術についても紹介した。ノ

リの品種改良は選抜育種が漁民主導だったが、最近は種間交配による新品種もあるものの、農作物とは

異なって品種の性質が安定しないことなども菊地氏が説明した。コンブの等級（浜による格づけ）の生

態学的裏付けや生育する岩石の種類によるちがいについても質問がでた。
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統的で安定した産業にみえる海藻産業だが、自然や社会・経済的環境の急速な変化に対応しなければ

ならなくなっている状況がいたるところに見え隠れし、今後も問題意識をもってフォローしなければな

らない。
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